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1は じめに

MOT関 連 教育 と して,2009年 度 か ら「総合 技術 監理1,

II」 を開講 した.「 総合技術監理」 とい う言葉は,2001年

度 に技術士制度 に新設 された新 たな部 門名 に よってい る

[1].そ して,「 総合 技術監理」の 目標 として,技 術全般 を

術目敢的に把握 し分析 できる能力 の酒養 にお いた.

具 体 的には,講 義,企 業内で技術 リーダ として活躍 して

いる技術士等 による特別講義や 工場見学 を通 じて,企 業に

お けるモ ノづ くりを体系 的に理解 し,新 製 品開発,品 質管

理,人 材 育成,情 報管理,安 全 ・環境管理,危 機 管理な ど

の総 合技術監理 の視 点か らマネ ージ メン トを実践的 に担

える技術者 を育成す るこ とに主 眼を置 いた.

2009年 度 は,前 期 開講 の 「総合技術監理1」 のテキス

トとして[1]を 用 い,後 期 開講 の 「総 合技術監理II」 のテキ

ス トと して[2]を 用 い た.学 内外 の特別 講師 には,特 別 講

義 の趣 旨を述べ,総 合 技術 監理 の観 点か ら講 義をお願 い し

た,ま た,学 生達が書いた レポー トに も目を通 していただ

いて,コ メン トをも らうこ ともできた.

受 講者 数 は,2009年 度 前期は,東 大阪モ ノづ く り専攻5

名 を含む15名,2009年 度 後期 は,同3名 を含 む11名,

2010年 度 前期 は,同7名 を含 む19名 で あった.

2特 別講義の実施

2009年 度6回,2010年 度 前期5回 の特別講 義を実施 し

た.Table1と2に 実施 日,講 師紹介,講 義題 目,講 義の

意 図お よび受講 者 の レポー トか らコメン トについ て記載

した.近 畿大学SS&SEの 方 に も率先 して ご協力いただい

た.ま た,補 足資料 には,全 講 義の受講者 の レポー トと講

師コメン トを記載 したので参照 され たい.

Table12009年 度 特別講義

開講 日

2009年5月29日

講師と講義題 目

的場一洋氏(三 菱重工

業(株)原子力事業本部,

技術士)

「原子力発電の概要 と

原子力安全に対する取

組例」

講義の意図

安全,危 機

管理

(受講者 のレポー トから)
・今まではっきりと理解することができなかった核分裂

の仕組みなどの化学的な面 と2種 類の原子力発電の原子

炉の仕組みと放射能を閉 じ込める多重障壁などの安全確

保の工学的な技術の重要性を知ることができた.
・「熱水力設計業務の新型グリッドの開発」では,コ ンピ

ュータによる流動解析 を行い形状を絞 り込む とい う方法

を取っていた.シ ミューレーションを行 う方法は現在の

研究活動に活かせると思った.

2009年6月19日 千田琢氏((株)ジ ェイ

ア ール西 日本 テ ク ノ

ス,技 術士)

「鉄道事業を支える機

械設備とその保全」

設備保全,

危機管理

(受講者のレポー トから)
・危機管理として一番大事なことは,技 術者は問題(故

障)が 発生 してから,詳 しく故障情報を手に入れて待つ

より,最 初の情報から着手 し早 く分かった情報 を元に解

決方法を考えて処理 したほうがいいと強調 されていた.

その通 りだと思った.
・鉄道事業を支える機械設備の中で技術者 として関わる

のも面白そ うだと思った.

2009年7月3日 岸岡美根子氏(近 畿大

学シニアエンジニア)

「法令 と化 学物 質管

理」

安全 ・環境

管理

(受講者のレポー トから)
・企業や大学では多種多様の化学物質を使用す る.化 学

物質にはこれが原因となる事故,火 災などの災害 リスク,

人の健康をそこなう有毒性があるので,化 学物質の危険

性,環 境影響な どに関する法規制については最低限理解

しておかなければならない.
・法規制には様々なものがあることが理解できた.こ れ

らのことを理解することによって,事 故,災 害,環 境汚

染を引き起こさないようにすることが技術者の務めであ

る.

2009年10月2日 畑瀬芳輝氏(オ リエン

ト化学工業(株)財 務

部門,技 術士)

「プラスチックのレー

ザ溶着技術の開発」

総合技術監

理全般

(受講者のレポー トから)
・技術者 として基礎研究→開発研究→量産化を行い,さ

らに営業と一緒になって技術の普及活動(HP立 ち上げ,

カタログ作成,商 標登録,展 示会出展等)も こな してい

く知力と体力が重要と感 じた.
・新技術 自体の話だけでなく,実 践的な総合技術監理の
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視点 での開発 プロセ スの講演 内容 であ り,「 モ ノづ く り」

を 目指す 自分 に とって非 常に勉強 になった.

2009年11月6日 山本恭市氏(東 レ(株)

電 子 回路材 料販 売部

長)

「東 レ(株)に おける電

子情報材料事業の 『モ

ノづくり』イノベーシ

ョンへの取組」

技術営業

(受講者のレポー トから)
・素材メーカーの技術者は,単 に素材を提供するだけで

なく,最 終製品メーカー とともに商品を企画 し,開 発 し

ていくことが重要であり,そ のためにコミュニケーシ ョ

ンカ と基礎学力を磨 くべ しと励まされた.

・素材の提供だけに留まらず ,素 材の特性 を活かした機

能やデザインを最終製品メーカーに付加価値 として提案

していることが分かった.

2009年12月4日,

11日

小松史朗氏(近 畿大学

短期大学部専任講獅)

「トヨタ生産方式 と日

本的経営」

ものづくり

経営

(受講者 のレポー トから)
・製品の技術だけを見るのではなく,人 材育成や環境整

備など視野を広げて考える必要があるのだと感 じた.
・他社 とは異なった魅力ある製品を作るには,優 れた工

作機械や設備を整 えることだけではなく,人 と企業間取

引として 「人の管理・育成,労 使関係,企 業間取引関係」

が重要であることを学びました.ま た,た だ売れるモノ

をつくるのではなく,売 れるモノを売れ るタイ ミングで

売れる量だけ供給する必要があることも学びました.

2010年 度も同様の趣旨で特別講義をしていただいたが,

特に社会で活躍 されている近畿大学卒業生を講師にお迎

えしたことが特徴の一つである.

Table22010年 度 特別講義

開講 日

2010年5.月14日

講師 と講義題 目

大家 陽右氏((株)ア シ

ックス,技 術士)

「ス ポーツ用具 の実設

計例」

講義の意図

新製品開発

(受講者 のレポー トから)
・構想設計→詳細設計→試作評価→量産の4つ の段階を

クリア し初めて製品化にこぎつけることができる.こ こ

までには多 くのあらゆる工学知識が盛 り込まれてお り,

我々が学んできた熱力学 ・材料力学 ・流体力学などがベ
ースとな り,そ れ を深く掘 り下げることでは じめて製品

化につながる.
・私はこの講演 を聞くまでスポーツ用具にちゃんとした

設計が存在するのかを疑問に思っていた.し か しこの講

演を聞いて,こ こまでやっているのかと驚かされた.設

計例の題材 として,グ ラウン ドゴルフが挙げられていた.

グラウン ドゴルフそのものを私はこの講演で初めて知っ

たが,設 計例の題材として大変興味深い内容であった.

2010年5月26日 辻井康弘氏(近 畿大学

シニアエンジニア)

「原価の考え方 と原

価試算例」

経済性管理

(受講者のレポー トから)
・どの会社でもコス トは大事 とい う講師の言葉が一番印

象に残った.
・農薬や医薬に関して,生 物や毒性な どを考慮 し検証す

る様々な開発ルー トからコス ト管理を行い,開 発プロセ

スを考察しなければならないので途方も無い時間と労力

が必要だと感 じた.

2010年6.月4日 岸岡美根子氏(近 畿大学

シニアエンジニア)

「法令と化学物質管理」

安全 ・環境

管理

(受講者のレポー トから)
・企業において安全に生産活動を行い,周 囲からの信頼

を得るためには,こ れ らの規制を把握,遵 守 し,管 理体

制をっくり自主的に運用 していく必要がある.
・化学物質に対するさまざまな規定は,そ れを扱 う作業

者やその作業環境,さ らには世界の環境の保全に必要な

ものであることが理解できた.私 が企業に就職 して研究

を行 う際には法に従 うのは当然ながら,常 に環境に負荷

をかけないように物質や実験方法を自分なりに考えなが

ら研究を行っていきたい.

2010年6月18日 佐伯英子氏(技術士事務

所開設,近 畿大学卒業

生)

「中小零細企業におけ

る技術監理」

情報管理

(受講者のレポー トから)
・問題解決の専門家になるうえでやは り技術力 を高める

ことは必須だ と思 う.な ぜなら頼ってきた相手は した仕

事に対 して評価をす るので,仕 事が出来ない人間にもう
一度頼むことは無いからである.
・成功事例か らの考察より,情 報技術は顧客開拓,顧 客

サー ビスの向上などに効果的であ り,中 小企業のイノベ
ーションには必要不可欠だとわかった.

2010年7.月2日 新井義之氏(東 レエン

ジニアリング(株)主

任技師,近 畿大学卒業

生)

「半導体 ・液晶デ ィス

プ レイ用装置の開発」

総合技術監

理全般

一24一



(受講者 のレポー トから)
・品質管理や安全管理をしっかりと行い,よ り質が高 く,

安全に取 り扱える装置を開発することで,顧 客から高い

評価 と信頼が得 られる事を知ることが出来ました.
・理想の形 としては 「社会やお客様のニーズに対 して,

保有 している要素技術(シ ーズ)を 応用 した装置の提案」

です.こ のニーズとは世の中に対する会社の傾聴力が問

われます.私 が現在研究している反応装置はこのシーズ

に当た ります.今 後は,こ の研究をうまく発展させ,傾

聴力を鍛え世界のニーズに合わせた上で反応装置の開発

を行っていきたいと思っています.

2010年 度 後期 に,「中国におけるモ ノづ くり」(林勇治氏,

技 術士),「 炭 素繊維 の開発」(平 松徹氏,JST技 術 参事),

「トヨタ生産方 式 と日本的経営」(小 松史朗氏,近 畿大学

短期大学部講 師)を 予定 している.

Fig.3機 械 製造業:興 味が持てま したか?

3工 場見学会の実施

座 学で学 んだ こ とが実際の工場 で どのよ うに運営 され

てい るか を 目の 当た りに見て理解 を深 める ことを 目的に

2009年11.月5日 に工場見学会を実施 した.

化 学製造業(東 レ ・ファイ ンケ ミカル(株))と 機 械製 造

業(東 レエ ンジニア リング(株))の2工 場 を訪問 した.2

工場 の関係者 には,事 前に工場 見学の趣 旨を伝 えておいた.

当 日は,事 業 ・工程説明,製 造 ライ ン見学お よび若 手技術

者 との懇談会 を開催 した.東 大阪モ ノづ く り専攻4名 を含

むll名 が参加 した.Fig.1～4とTable3に 工場 見学のア

ンケー ト結果 をま とめた.補 足資料 に2名 の工場 見学 レポ

ー トを添付 したので参照 され たい .

Fig.1化 学 製造業:興 味が持 てま したか?

Fig.4機 械 製造業:理 解で きま したか?

Fig.2化 学 製造業:理 解 できま したか?

新製品開発プロセス,製 造プロセス管理,工 程管理,品

質管理,人 材育成,安 全 ・環境活動など幅広 く企業活動を

見学 し,議 論を通 じて理解を深めることができた.2010

年度は,三 洋化成(株)と村田機械(株)の工場見学会を予定

している.

4ま とめ

講義終了レポー トとして,「各 自の研究開発 について,

「経済性管理」「人的資源管理」「社会環境管理」「安全管

理」「情報管理」の うち,3つ の総合技術監理の視点に言
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及 しながら,見 解を述べよ.な お,考 察に当たって,具 体

的な設定を自分で行い(将 来実用化 される場合を想定して

もよい),そ の説定 した事項も記載せよ.」とい う課題を果

たした.こ の課題に対 して,受 講者は修論テーマを実行す

る上で遭遇す る諸問題についてイ府目敢的な視点か ら解決す

べき課題 を見つけ,解決に至る道筋を明らかにしてお り,

本講義の意図はある程度達成できたと考える.特 に,東 大

阪モノづ くり専攻の学生は,量 産化に至るプロセスに考え

をめぐらせていること,作 業員の安全性,使 用している化

学物質の安全性,知 的財産権の取得などの視点から論 じて

いたのは心強 く感 じた.

Table4に,2009年 度 「総合技術監理1,II」 を受講 し

た受講者 のアンケー トの記載をまとめた.社会で活躍 して

いる人の話を聞いたり現場を見ることが,大 きな刺激にな

っていることが分かる.ま た,授 業に関す る改善点ももら

ったので,今 後の授業に活かしていきたい.

Table4総 合 技術監理 を受講 して

・工場見学では研究 ・開発をしている若い方の話を聞く

ことができてよかった.ま た,特 別講義が勉強になった.

東 レや トヨタの話は,技 術者がどのようなことをすべき

なのかよく考える時間になった。
・特別講義では,自 分の専攻以外の分野の企業の方の話

が聞けてよかった.工 場見学では最先端のモノづ くり技

術を見ることができ,企 業の仕事のスケールの大きさを

再認識 した.
・モノづくりと経営に関する話が多 くとても勉強になっ

た.特 別講義では,様 々な業種の方や,技 術営業の現場

の話が聞けてよかった.

・モノづくりに関して経営の視点から学ぶことができた.

ただ最新技術のものを作るとい うことではなく,市 場が

求めるものを作ることの大切 さを知った.
・授業の内容が私にとっては少 し難 しく感 じることがあ

りましたが,今 まで学んだことのない新鮮な内容であっ

たと思 う.

(改善項 目として)
・少人数の授業なので,ケ ーススタディーや2人1組 に

なって意見をだしあったりしても面 白かったと思 う.

最後に,「総合技術監理1,II」 を通 じて,協 力 してい

ただいた学内外講師の皆様や,工 場見学では丁寧に説明し

ていただいた現場の皆様に謝意を表する.
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